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(57)【要約】
【課題】蓋部の外フラップ同士が係合構造により閉じら 
れる包装箱において、蓋部を容易に開くことができる包 
装箱を提供する。
【解決手段】胴部１０の上側の開口部を閉じる蓋部２０ 
を備え、蓋部２０は、左右の端壁１２，１２に連設され 
た左右の上部内フラップ２３，２３と、前後の側壁１１ 
，１１に連設され左右の上部内フラップ２３，２３の外 
面に重ねられた前後の上部外フラップ２１，２２と、を 
有している。前後の上部外フラップ２１，２２は、係合 
部２２ｂと係合受部２１ｂとによる係合構造により閉じ 
られており、蓋部２０において係合部２２ｂと係合受部 
２１ｂとが係合される部分の前後方向の両側には、上部 
外フラップ２１，２２の左右縁部間に亘るように、一対 
の破断誘導線２４，２５が形成されている。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　6　　ＯＬ　（全20頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 後 の 側 壁 と 左 右 の 端 壁 と を 有 す る 筒 状 の 胴 部 と 、
　 前 記 胴 部 の 上 側 の 開 口 部 を 閉 じ る 蓋 部 と 、
　 前 記 胴 部 の 下 側 の 開 口 部 を 閉 じ る 底 部 と 、 を 備 え 、
　 前 記 蓋 部 は 、
　 左 右 の 前 記 端 壁 に 連 設 さ れ た 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ と 、 前 後 の 前 記 側 壁 に 連 設 さ れ 左 右  
の 前 記 上 部 内 フ ラ ッ プ の 外 面 に 重 ね ら れ た 前 後 の 上 部 外 フ ラ ッ プ と 、 を 有 し て お り 、
　 前 後 の 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ は 、 一 方 の 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ に 形 成 さ れ た 係 合 部 と 、 他 方  
の 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ に 形 成 さ れ た 係 合 受 部 と に よ る 係 合 構 造 に よ り 閉 じ ら れ て お り 、
　 前 記 蓋 部 に お い て 前 記 係 合 部 と 前 記 係 合 受 部 と が 係 合 さ れ る 部 分 の 前 後 方 向 の 両 側 に は  
、 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ の 左 右 縁 部 間 に 亘 る よ う に 、 一 対 の 破 断 誘 導 線 が 形 成 さ れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 包 装 箱 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 後 の 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ は 、 こ れ ら に 跨 っ て 貼 り 付 け ら れ る 封 緘 部 材 で 封 緘 可 能 で あ  
り 、
　 前 記 蓋 部 の 前 後 方 向 に お い て 、 前 記 破 断 誘 導 線 同 士 の 間 隔 は 、 前 記 封 緘 部 材 の 前 後 方 向  
の 大 き さ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 包 装 箱 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 破 断 誘 導 線 と 前 記 側 壁 の 上 縁 部 と の 間 隔 は 、 前 記 側 壁 の 高 さ に 対 応 し た 大 き さ で あ  
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 包 装 箱 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 上 部 内 フ ラ ッ プ は 、 前 記 端 壁 の 高 さ に 対 応 し た 大 き さ 、 ま た は 、 前 記 端 壁 の 上 縁 部  
と 平 行 な 折 曲 げ 誘 導 線 が 前 記 上 部 内 フ ラ ッ プ に 形 成 さ れ て い る 場 合 に 、 前 記 折 曲 げ 誘 導 線  
と 前 記 端 壁 の 上 縁 部 と の 間 隔 が 前 記 端 壁 の 高 さ に 対 応 し た 大 き さ で あ る こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 ３ に 記 載 の 包 装 箱 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 底 部 は 、 左 右 の 前 記 端 壁 に 連 設 さ れ た 左 右 の 下 部 内 フ ラ ッ プ と 、 前 後 の 前 記 側 壁 に  
連 設 さ れ 左 右 の 前 記 下 部 内 フ ラ ッ プ の 外 面 に 重 ね ら れ た 前 後 の 下 部 外 フ ラ ッ プ と 、 を 有 し  
、 前 後 の 前 記 下 部 外 フ ラ ッ プ の 先 端 部 同 士 が 突 き 合 わ さ れ て お り 、
　 前 後 の 前 記 下 部 外 フ ラ ッ プ の 突 き 合 わ せ 部 の 左 右 方 向 の 両 端 部 に は 、 切 欠 部 が そ れ ぞ れ  
形 成 さ れ て お り 、
　 左 右 の 前 記 下 部 内 フ ラ ッ プ は 、 少 な く と も そ の 一 部 が 前 記 切 欠 部 を 通 じ て 前 記 底 部 の 下  
面 に 露 出 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 包 装 箱 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も 一 方 の 前 記 破 断 誘 導 線 は 、 他 方 の 前 記 破 断 誘 導 線 に 対 し て 前 後 方 向 に 離 れ る  
側 に 膨 出 し て 形 成 さ れ た 破 断 開 始 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 包 装  
箱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 包 装 箱 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 商 品 の 配 送 に 適 し た 包 装 箱 と し て 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の 包 装 箱 は 、 上 側 の 開 口 部 が 蓋 部 で 閉 じ ら れ て い る 。 蓋 部 は 、 箱 体 の 胴 部 を  
な す 前 側 壁 に 連 設 さ れ た 前 側 外 フ ラ ッ プ と 、 後 側 壁 に 連 設 さ れ た 後 側 外 フ ラ ッ プ と を 備 え  
て い る 。 前 側 外 フ ラ ッ プ に は 、 後 側 外 フ ラ ッ プ に 向 け て 突 出 す る 突 出 部 が 形 成 さ れ て い る  
。 一 方 、 後 側 外 フ ラ ッ プ に は 、 前 側 外 フ ラ ッ プ の 突 出 部 が 差 し 込 ま れ る 凹 部 が 形 成 さ れ て  



10

20

30

40

50

JP 2024-106907 A 2024.8.8(3)

い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の 包 装 箱 に よ れ ば 、 前 側 外 フ ラ ッ プ の 凹 部 に 後 側 外 フ ラ ッ プ の 突 出 部 を 差 し  
込 む よ う に し て 両 外 フ ラ ッ プ を 突 き 合 わ せ る こ と で 、 蓋 部 を 封 緘 す る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ２ １ － ０ ４ １ ９ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ の 包 装 箱 は 、 前 側 外 フ ラ ッ プ の 凹 部 と 後 側 外 フ ラ ッ プ の 突 出 部 と が 凹 凸 係 合  
す る こ と に よ り 閉 じ ら れ る 構 造 で あ る 。 こ の た め 、 蓋 部 を 開 く 場 合 に は 、 こ れ ら の 係 合 状  
態 を 解 除 し つ つ 、 両 外 フ ラ ッ プ を そ れ ぞ れ 外 側 に 折 り 戻 す と い う 開 封 手 順 が 必 要 で あ り 、  
煩 雑 で あ る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 し た 問 題 を 解 決 し 、 蓋 部 の 外 フ ラ ッ プ 同 士 が 係 合 構 造 に よ り 閉 じ ら れ る  
包 装 箱 に お い て 、 蓋 部 を 容 易 に 開 く こ と が で き る 包 装 箱 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 包 装 箱 は 、 前 後 の 側 壁 と 左 右 の 端 壁 と を 有 す る 筒 状  
の 胴 部 と 、 前 記 胴 部 の 上 側 の 開 口 部 を 閉 じ る 蓋 部 と 、 前 記 胴 部 の 下 側 の 開 口 部 を 閉 じ る 底  
部 と 、 を 備 え て い る 。 前 記 蓋 部 は 、 左 右 の 前 記 端 壁 に 連 設 さ れ た 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ と  
、 前 後 の 前 記 側 壁 に 連 設 さ れ 左 右 の 前 記 上 部 内 フ ラ ッ プ の 外 面 に 重 ね ら れ た 前 後 の 上 部 外  
フ ラ ッ プ と 、 を 有 し て い る 。 前 後 の 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ は 、 一 方 の 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ に  
形 成 さ れ た 係 合 部 と 、 他 方 の 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ に 形 成 さ れ た 係 合 受 部 と に よ る 係 合 構 造  
に よ り 閉 じ ら れ て い る 。 前 記 蓋 部 に お い て 前 記 係 合 部 と 前 記 係 合 受 部 と が 係 合 さ れ る 部 分  
の 前 後 方 向 の 両 側 に は 、 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ の 左 右 縁 部 間 に 亘 る よ う に 、 一 対 の 破 断 誘 導  
線 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 包 装 箱 の 蓋 部 を 閉 じ る と き に は 、 両 端 壁 の 上 部 内 フ ラ ッ プ を 胴 部 の 開 口 へ 向 け  
て 折 り 曲 げ 、 そ の 後 、 両 上 部 外 フ ラ ッ プ を 両 上 部 内 フ ラ ッ プ の 外 面 に 重 な る よ う に 胴 部 の  
開 口 へ 向 け て 折 り 曲 げ る 。 そ の 際 、 一 方 の 上 部 外 フ ラ ッ プ の 係 合 部 を 他 方 の 上 部 外 フ ラ ッ  
プ の 係 合 受 部 に 係 合 す る 。 こ れ に よ り 蓋 部 を 容 易 に 閉 じ る こ と が で き る 。
　 一 方 、 蓋 部 を 開 く と き に は 、 一 対 の 破 断 誘 導 線 に よ り 区 画 さ れ る 部 分 を 手 指 で 掴 ん で 引  
き 上 げ る こ と に よ り 、 係 合 構 造 で 係 合 さ れ て い る 部 分 を 両 上 部 外 フ ラ ッ プ か ら 切 り 離 す こ  
と が で き 、 両 上 部 外 フ ラ ッ プ の 係 合 を 解 除 で き る 。 し た が っ て 、 蓋 部 を 開 く 際 に 係 合 を 解  
除 す る と い う 煩 雑 な 手 順 が 不 要 と な り 、 蓋 部 を 容 易 に 開 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 後 の 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ は 、 こ れ ら に 跨 っ て 貼 り 付 け ら れ る 封 緘 部 材 で 封 緘 可  
能 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 前 記 蓋 部 の 前 後 方 向 に お い て 、 前 記 破 断 誘 導 線 同 士  
の 間 隔 は 、 前 記 封 緘 部 材 の 前 後 方 向 の 大 き さ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 で は 、 破 断 誘 導 線 同 士 に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 に 封 緘 部 材 が 貼 り 付 け ら れ る  
の で 、 当 該 部 分 を 手 指 で 掴 ん で 引 き 上 げ る こ と に よ り 、 封 緘 部 材 も 一 緒 に 切 り 離 す こ と が  
で き る 。 し た が っ て 、 蓋 部 を 開 く 際 に 封 緘 部 材 を 引 き 剥 が す 手 間 が 不 要 と な り 、 蓋 部 を 容  
易 に 開 く こ と が で き る 。 ま た 、 封 緘 部 材 も 一 緒 に 切 り 離 す こ と が で き る の で 、 封 緘 部 材 の  
引 き 剥 が し 跡 が 蓋 部 に 残 ら ず 、 包 装 箱 を 箱 体 等 と し て 再 利 用 す る 場 合 の 美 観 性 に 優 れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 前 記 破 断 誘 導 線 と 前 記 側 壁 の 上 縁 部 と の 間 隔 が 、 前 記 側 壁 の 高 さ に 対 応 し た 大 き  
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さ で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 で は 、 破 断 誘 導 線 同 士 に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 を 切 り 離 し て 蓋 部 を 開 い た 後  
に 、 残 り の 前 後 の 前 記 上 部 外 フ ラ ッ プ を 前 後 の 側 壁 の 内 面 に そ れ ぞ れ 折 り 曲 げ て 重 ね る こ  
と が で き る 。 こ れ に よ り 、 包 装 箱 を ト レ ー と し て 再 利 用 す る 場 合 に 両 側 壁 の 内 面 の 見 栄 え  
が よ く な る 。 ま た 、 折 り 曲 げ て 重 ね た 部 分 の 外 面 に 化 粧 印 刷 が そ れ ぞ れ 施 さ れ て い る 場 合  
に は 、 ト レ ー の 内 面 の 美 観 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 前 記 上 部 内 フ ラ ッ プ は 、 前 記 端 壁 の 高 さ に 対 応 し た 大 き さ 、 ま た は 、 前 記 端 壁 の  
上 縁 部 と 平 行 な 折 曲 げ 誘 導 線 が 前 記 上 部 内 フ ラ ッ プ に 形 成 さ れ て い る 場 合 に 、 前 記 折 曲 げ  
誘 導 線 と 前 記 端 壁 の 上 縁 部 と の 間 隔 が 前 記 端 壁 の 高 さ に 対 応 し た 大 き さ で あ る こ と が 好 ま  
し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 構 成 で は 、 上 部 内 フ ラ ッ プ が 端 壁 の 高 さ に 対 応 し た 大 き さ で あ る 場 合 に 、 端 壁 の 内  
面 に 折 り 曲 げ て 重 ね る こ と が で き る の で 、 包 装 箱 を ト レ ー と し て 再 利 用 す る 場 合 に 端 壁 の  
内 面 の 見 栄 え が よ く な る 。
　 ま た 、 折 曲 げ 誘 導 線 が 形 成 さ れ て い る 場 合 に 、 上 部 内 フ ラ ッ プ を 折 曲 げ 誘 導 線 で 谷 折 り  
し て 端 壁 の 内 面 及 び 底 部 の 内 面 に 折 り 曲 げ て 重 ね る こ と が で き る の で 、 包 装 箱 を ト レ ー と  
し て 再 利 用 す る 場 合 に 端 壁 の 内 面 の 見 栄 え が よ く な る 。 ま た 、 折 り 曲 げ て 重 ね た 部 分 の 外  
面 に 化 粧 印 刷 が 施 さ れ て い る 場 合 に は 、 ト レ ー の 内 面 の 美 観 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 前 記 底 部 は 、 左 右 の 前 記 端 壁 に 連 設 さ れ た 左 右 の 下 部 内 フ ラ ッ プ と 、 前 後 の 前 記  
側 壁 に 連 設 さ れ 左 右 の 前 記 下 部 内 フ ラ ッ プ の 外 面 に 重 ね ら れ た 前 後 の 下 部 外 フ ラ ッ プ と 、  
を 有 し 、 前 後 の 前 記 下 部 外 フ ラ ッ プ の 先 端 部 同 士 が 突 き 合 わ さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。  
こ の 場 合 、 前 後 の 前 記 下 部 外 フ ラ ッ プ の 突 き 合 わ せ 部 の 左 右 方 向 の 両 端 部 に は 、 切 欠 部 が  
そ れ ぞ れ 形 成 さ れ 、 左 右 の 前 記 下 部 内 フ ラ ッ プ は 、 少 な く と も そ の 一 部 が 前 記 切 欠 部 を 通  
じ て 前 記 底 部 の 下 面 に 露 出 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 構 成 で は 、 前 後 の 下 部 外 フ ラ ッ プ の 突 き 合 わ せ 部 の 外 面 に 粘 着 テ ー プ 等 の 封 緘 部 材  
を 貼 り 付 け た と き に 、 両 切 欠 部 内 に 露 出 す る 下 部 内 フ ラ ッ プ の 下 面 を 封 緘 部 材 の 始 端 位 置  
及 び 終 端 位 置 と す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 左 右 の 端 壁 の 外 面 に 封 緘 部 材 を 貼 り 付 け  
る 必 要 が な く な り 、 左 右 の 端 壁 の 外 面 の 見 栄 え が よ く な る 。 ま た 、 左 右 の 端 壁 の 外 面 に 化  
粧 印 刷 が 施 さ れ て い る 場 合 に は 、 包 装 箱 の 美 観 性 、 再 利 用 時 の ト レ ー の 美 観 性 が 向 上 す る  
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 少 な く と も 一 方 の 前 記 破 断 誘 導 線 は 、 他 方 の 前 記 破 断 誘 導 線 に 対 し て 前 後 方 向 に 離  
れ る 側 に 膨 出 し て 形 成 さ れ た 破 断 開 始 部 を 備 え て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 構 成 で は 、 破 断 開 始 部 を 起 点 と し て 破 断 誘 導 線 を 切 り 開 く こ と に よ り 、 前 後 方 向 に  
も 蓋 部 を 開 く こ と が で き る 。 ま た 、 破 断 誘 導 線 同 士 に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 の 前 後 方 向  
の 間 隔 が 拡 が る の で 、 粘 着 テ ー プ 以 外 の 封 緘 部 材 と し て 、 例 え ば 、 送 付 用 の 伝 票 を 利 用 す  
る こ と も 可 能 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 包 装 箱 で は 、 蓋 部 の 外 フ ラ ッ プ 同 士 が 係 合 構 造 に よ り 閉 じ ら れ る 包 装 箱 に お い  
て 、 蓋 部 を 容 易 に 開 く こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 の ブ ラ ン ク シ ー ト を 示 す 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 示 す 底 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 組 み 立 て る 際 の 手 順 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ  
） は 底 部 の 突 合 せ 部 に 粘 着 テ ー プ を 貼 り 付 け て 底 部 を 封 緘 し た 状 態 を 示 す 底 面 図 、 （ ｂ ）  
は 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ を 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 組 み 立 て る 際 の 手 順 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ  
） は 前 後 の 上 部 外 フ ラ ッ プ を 閉 じ る 際 の 手 順 を 示 す 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 一 対 の 破 断 誘 導 線 に  
よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 に 粘 着 テ ー プ を 貼 り 付 け て 蓋 部 を 封 緘 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ  
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 に お い て 一 対 の 破 断 誘 導 線 に よ り 区 画 さ れ る  
帯 状 部 分 を 切 り 開 く と き の 様 子 を 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 に お い て 蓋 部 を 開 い た 後 に ト レ ー と し て 再 利  
用 す る 場 合 の 組 み 立 て 手 順 を 示 す 図 で あ り 、 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ を 左 右 の 端 壁 の 内 面 側  
に 折 り 曲 げ る 際 の 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 に お い て 蓋 部 を 開 い た 後 に ト レ ー と し て 再 利  
用 す る 場 合 の 組 み 立 て 手 順 を 示 す 図 で あ り 、 （ ａ ） は 前 後 の 上 部 外 フ ラ ッ プ を 前 後 の 側 壁  
の 内 面 側 に 折 り 曲 げ る 際 の 様 子 を 示 す 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 組 み 立 て ら れ た ト レ ー の 斜 視 図 で  
あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 の ブ ラ ン ク シ ー ト を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 組 み 立 て る 際 の 手 順 を 示 す 図 で あ り 、 （  
ａ ） は 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ を 折 り 畳 ん だ 状 態 を 示 す 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 前 後 の 上 部 外 フ ラ  
ッ プ を 閉 じ る 際 の 手 順 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 組 み 立 て る 際 の 手 順 を 示 す 図 で あ り 、 一  
対 の 破 断 誘 導 線 に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 に 送 付 用 の 伝 票 を 貼 り 付 け て 蓋 部 を 封 緘 し た 状  
態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 に お い て 一 対 の 破 断 誘 導 線 に よ り 区 画 さ れ  
る 帯 状 部 分 を 切 り 開 く と き の 様 子 を 示 し た 図 で あ り 、 （ ａ ） は 帯 状 部 分 を 左 右 方 向 に 切 り  
開 く 際 の 様 子 を 示 し た 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 帯 状 部 分 を 前 後 方 向 に 切 り 開 く 際 の 様 子 を 示 し た  
斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 の ブ ラ ン ク シ ー ト を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 包 装 箱 を 示 す 底 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 適 宜 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
　 以 下 の 説 明 に お い て 、 前 後 左 右 方 向 と は 、 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 を 説 明 す る 上 で 便 宜 上 設  
定 し た も の で あ り 、 包 装 箱 の 構 成 や 使 用 状 態 を 限 定 す る も の で は な い 。 ま た 、 蓋 部 及 び 低  
部 に つ い て は 、 ど ち ら を 上 、 ど ち ら を 下 に し て 使 用 す る か を 限 定 す る も の で は な い 。 ま た  
、 以 下 で は 、 係 合 構 造 の 例 と し て 凹 凸 係 合 に よ る 係 合 構 造 を 説 明 し た が 、 係 合 構 造 の 構 成  
を 限 定 す る 趣 旨 で は な い 。 ま た 、 各 実 施 形 態 や 変 形 例 に お い て 同 一 の 部 分 に は 同 様 の 符 号  
を 付 し 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 角 筒 状 の 胴 部 １ ０ と 、 胴 部 １ ０ の 縁 部 と  
な る 上 縁 部 に 連 設 さ れ た 蓋 部 ２ ０ と 、 胴 部 １ ０ の 縁 部 と な る 下 縁 部 に 連 設 さ れ た 底 部 ３ ０  
と を 備 え た Ａ 式 の 段 ボ ー ル 箱 で あ る 。 蓋 部 ２ ０ は 、 上 側 の 開 口 部 を 閉 じ る 蓋 と な り 、 底 部  
３ ０ は 、 下 側 の 開 口 部 を 閉 じ る 蓋 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 蓋 部 ２ ０ は 、 後 記 す る 前 後 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ が 凹 凸 係 合 す る 構 造 （ 以 下 、 単  
に 「 係 合 構 造 」 と い う こ と が あ る ） に よ り 閉 じ ら れ る 構 成 で あ る 。 ま た 、 蓋 部 ２ ０ に は 、  
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前 後 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ が 係 合 さ れ る 部 分 の 前 後 方 向 の 両 側 に 、 一 対 の 破 断 誘 導  
線 ２ ４ ， ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 蓋 部 ２ ０ に は 、 一 対 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ ， ２ ５ に よ り 区 画  
さ れ る 帯 状 部 分 Ｈ が 形 成 さ れ て い る 。 帯 状 部 分 Ｈ は 、 開 封 時 に 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２  
か ら 切 り 離 さ れ る 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 包 装 箱 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 一 枚 の 段 ボ ー ル 製 の シ ー ト を 切 り 抜 い た ブ ラ ン ク シ ー  
ト Ｓ １ を 各 罫 線 に お い て 山 折 り 又 は 谷 折 り す る こ と で 形 成 さ れ る 。 図 ２ に 示 す ブ ラ ン ク シ  
ー ト Ｓ １ は 外 面 側 が 見 え る よ う に 配 置 し た も の で あ る が 、 説 明 の 便 宜 上 、 内 面 側 に 形 成 さ  
れ る 各 罫 線 を 実 線 で 表 示 し て い る 。
　 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ １ の 各 罫 線 （ 折 線 ） は 、 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ １ の 内 面 側 の 表 面 を 押 し 込  
ん で 形 成 さ れ た 線 状 の 溝 （ 押 罫 ） で あ る 。 な お 、 罫 線 に 切 れ 込 み （ ハ ー フ カ ッ ト 線 等 ） を  
形 成 し て も よ い 。 こ の よ う に す る と 、 罫 線 に お い て ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ １ が 折 り 曲 げ 易 く な  
る 。
　 ま た 、 シ ー ト の 表 面 の み を 切 断 し た ハ ー フ カ ッ ト の 切 れ 込 み や シ ー ト を 貫 通 し た 切 れ 込  
み を 断 続 さ せ て 線 状 に 形 成 す る こ と で 折 れ 線 を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 胴 部 １ ０ は 、 前 後 一 対 の 側 壁 １ １ ， １ １ と 、 左 右 一 対 の 端 壁 １ ２ ， １ ２ と を 有 し て い る  
。 側 壁 １ １ ， １ １ 及 び 端 壁 １ ２ ， １ ２ は 、 そ れ ぞ れ 四 角 形 の 側 板 で あ る 。 側 壁 １ １ ， １ １  
及 び 端 壁 １ ２ ， １ ２ で 囲 ま れ た 内 部 空 間 に は 、 図 示 し な い 収 容 物 が 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 対 の 側 壁 １ １ ， １ １ は 、 同 寸 法 の 四 角 形 状 を 呈 し て お り 、 前 後 方 向 に 間 隔 を 空 け て 対  
向 し て い る 。 一 対 の 端 壁 １ ２ ， １ ２ は 、 同 寸 法 の 四 角 形 状 を 呈 し て お り 、 左 右 方 向 に 間 隔  
を 空 け て 対 向 し て い る 。 側 壁 １ １ 及 び 端 壁 １ ２ の 寸 法 は 、 収 容 物 の 大 き さ に 応 じ て 適 宜 設  
定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 胴 部 １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 展 開 し た 状 態 で は 横 長 の 長 方 形 を 呈 し て い る 。 側 壁 １  
１ と 端 壁 １ ２ と は 、 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ １ の 長 手 幅 方 向 に 交 互 に 連 設 さ れ て い る 。 前 側 壁 １  
１ の 左 側 に は 、 帯 状 の 接 合 片 １ ３ が 連 設 さ れ て い る 。 接 合 片 １ ３ は 、 左 端 壁 １ ２ の 前 側 内  
面 に 貼 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ １ （ 図 ２ 参 照 ） を 各 折 れ 線 で 折 り 曲 げ つ つ 、 左 端 壁 １ ２ の 前 側 内 面 に  
接 合 片 １ ３ を 貼 り 付 け る と 、 側 壁 １ １ ， １ １ 及 び 端 壁 １ ２ ， １ ２ に よ っ て 、 平 面 視 で 四 角  
形 の 筒 状 の 胴 部 １ ０ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 底 部 ３ ０ は 、 前 後 の 側 壁 １ １ ， １ １ の 下 縁 部 に 連 設 さ れ た 前 後 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ ，  
３ １ と 、 左 右 の 端 壁 １ ２ ， １ ２ の 下 縁 部 に 連 設 さ れ た 左 右 の 下 部 内 フ ラ ッ プ ３ ２ ， ３ ２ と  
を 備 え て い る 。 前 側 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ は 、 胴 部 １ ０ の 下 側 の 開 口 部 の 前 半 分 を 閉 じ て  
い る 。 ま た 、 後 側 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ は 、 胴 部 １ ０ の 下 側 の 開 口 部 の 後 半 分 を 閉 じ て い  
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 両 下 部 内 フ ラ ッ プ ３ ２ ， ３ ２ の 外 面 （ 下 面 ） に 、 両 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ が 重 ね ら  
れ て お り 、 両 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ の 先 端 縁 部 同 士 は 突 き 合 わ さ れ て い る 。
　 図 １ ， 図 ４ に 示 す よ う に 、 両 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ の 突 き 合 わ せ 部 ３ ４ の 左 右 両 端  
部 に は 、 切 欠 部 ３ ３ ， ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 切 欠 部 ３ ３ ， ３ ３ は 、 両 下 部 外 フ ラ ッ プ ３  
１ ， ３ １ の 突 き 合 わ せ 部 ３ ４ （ 図 ４ 参 照 ） の 左 右 両 端 部 を 略 台 形 に そ れ ぞ れ 窪 ま せ た 部 位  
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 切 欠 部 ３ ３ ， ３ ３ の 前 半 分 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 側 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ の 左 右 の  
角 部 に 形 成 さ れ て い る 。 前 側 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ の 左 右 の 角 部 に は 、 切 欠 部 ３ ３ ， ３ ３  
の 前 半 分 を な す 傾 斜 縁 ３ ３ ａ と 、 傾 斜 縁 ３ ３ ａ の 端 部 に 連 続 す る 上 底 縁 ３ ３ ｂ と が 形 成 さ  
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れ て い る 。 ま た 、 切 欠 部 ３ ３ ， ３ ３ の 後 半 分 は 、 同 様 に 、 後 側 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ の 左  
右 の 角 部 に 形 成 さ れ て い る 。 後 側 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ の 左 右 の 角 部 に は 、 切 欠 部 ３ ３ ，  
３ ３ の 後 半 分 を な す 傾 斜 縁 ３ ３ ａ と 、 傾 斜 縁 ３ ３ ａ の 端 部 に 連 続 す る 上 底 縁 ３ ３ ｂ と が 形  
成 さ れ て い る 。 前 後 の 上 底 縁 ３ ３ ｂ ， ３ ３ ｂ は 、 両 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ の 突 き 合 わ  
せ 部 を 跨 い で 一 直 線 上 に 繋 が っ て い る 。 そ し て 、 切 欠 部 ３ ３ ， ３ ３ の 最 大 幅 と な る 台 形 の  
下 底 部 側 は 、 封 緘 部 材 と し て の 後 記 す る 粘 着 テ ー プ Ｔ の 前 後 方 向 の 幅 よ り も 大 き く な っ て  
い る （ 図 ５ （ ａ ） 参 照 ） 。
　 切 欠 部 ３ ３ は 、 粘 着 テ ー プ Ｔ で 留 め ら れ る 面 積 が 露 出 し て い れ ば よ く 、 そ の 形 状 は 、 上  
記 し た 形 状 に 限 ら れ る こ と は な く 、 三 角 形 、 半 円 形 、 楕 円 形 、 多 角 形 等 、 適 宜 選 択 で き る  
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 切 欠 部 ３ ３ ， ３ ３ 内 に は 、 左 右 の 下 部 内 フ ラ ッ プ ３ ２ ， ３ ２ の 基 端 部 ３ ２ ａ ， ３ ２ ａ が  
露 出 し て い る 。 基 端 部 ３ ２ ａ ， ３ ２ ａ は 、 封 緘 部 材 と し て の 粘 着 テ ー プ Ｔ の 貼 り 付 け ス ペ  
ー ス と し て 機 能 す る 。 つ ま り 、 こ れ ら の 基 端 部 ３ ２ ａ ， ３ ２ ａ を 粘 着 テ ー プ Ｔ の 始 端 位 置  
及 び 終 端 位 置 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 次 に 蓋 部 ２ ０ に つ い て 説 明 す る 。 蓋 部 ２ ０ は 、 前 後 の 側 壁 １ １ ， １ １ の 上 縁 部 に 連 設 さ  
れ た 前 後 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ と 、 左 右 の 端 壁 １ ２ ， １ ２ の 上 縁 部 に 連 設 さ れ た 左  
右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ と 、 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２  
は 、 蓋 部 ２ ０ の 前 後 方 向 の 中 央 部 に て 係 合 さ れ て い る （ 図 １ ， 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 左 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ は 、 胴 部 １ ０ の 上 側 の 開 口 部 の 左 半 分 を 閉 じ る 四 角 形 状 を 呈  
し て い る 。 左 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ の 左 右 方 向 の 中 央 部 に は 、 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ の 前  
後 縁 部 に 亘 っ て 前 後 方 向 に 延 び る 折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６  
は 、 切 れ 込 み を 断 続 的 に 形 成 し た ミ シ ン 目 状 の 線 で あ り 、 左 端 壁 １ ２ の 上 縁 部 と 平 行 で あ  
る 。 な お 、 切 れ 込 み の 間 隔 や 形 状 は 、 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６ の 前 後 方 向 の 中 央 部 に は 、 略 半 円 形 状 の 破 断 部 ２ ６ ａ が 形 成 さ れ て い  
る 。 破 断 部 ２ ６ ａ は 、 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ １ （ 図 ２ 参 照 ） を 貫 通 す る 切 れ 込 み で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 左 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ に お い て 、 左 端 壁 １ ２ の 上 縁 部 と 折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６ と の 間 隔  
は 、 左 端 壁 １ ２ の 高 さ 、 よ り 詳 し く は 、 胴 部 １ ０ 内 に 露 出 し て い る 左 端 壁 １ ２ の 内 面 の 高  
さ に 対 応 す る 大 き さ に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 左 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ は 、 折 曲 げ  
誘 導 線 ２ ６ で 谷 折 り し 、 左 端 壁 １ ２ の 内 面 に 折 り 曲 げ て 重 ね る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場  
合 、 後 記 す る よ う に 、 左 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ の う ち 、 左 端 壁 １ ２ の 上 縁 部 と 折 曲 げ 誘  
導 線 ２ ６ と で 区 画 さ れ る 基 部 ２ ３ ａ が 、 左 端 壁 １ ２ の 内 面 に 折 り 重 ね ら れ る 。 ま た 、 折 曲  
げ 誘 導 線 ２ ６ を 介 し て 基 部 ２ ３ ａ に 連 続 す る 先 部 ２ ３ ｂ が 、 底 部 ３ ０ の 下 部 内 フ ラ ッ プ ３  
２ の 内 面 に 折 り 重 ね ら れ る （ 図 ８ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 右 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ は 、 左 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ を 左 右 反 転 さ せ た 構 成 で あ る  
。 右 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ は 、 左 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ と 同 様 に 、 折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６  
及 び 破 断 部 ２ ６ ａ を 備 え て い る 。 右 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ は 、 折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６ で 谷 折  
り し 、 右 端 壁 １ ２ の 内 面 に 折 り 曲 げ て 重 ね る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 後 記 す る よ う  
に 、 右 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ の う ち 、 右 端 壁 １ ２ の 上 縁 部 と 折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６ と で 区 画  
さ れ る 基 部 ２ ３ ａ が 、 右 端 壁 １ ２ の 内 面 に 折 り 重 ね ら れ る 。 ま た 、 折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６ を 介  
し て 基 部 ２ ３ ａ に 連 続 す る 先 部 ２ ３ ｂ が 、 底 部 ３ ０ の 右 側 に お け る 下 部 内 フ ラ ッ プ ３ ２ の  
内 面 に 折 り 重 ね ら れ る （ 図 ８ 参 照 ） 。
　 な お 、 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ は 、 左 右 の 端 壁 １ ２ ， １ ２ の 内 面 に 折 り 曲 げ て  
重 ね た 状 態 で 、 先 部 ２ ３ ｂ ， ２ ３ ｂ の 先 端 同 士 が 突 き 合 わ さ れ る 大 き さ を 有 し て い て も よ  
い 。 こ の よ う に す る と 、 底 面 ３ ０ の 内 面 が 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ で 覆 わ れ る こ と に な  
る の で 、 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ に 化 粧 印 刷 が 施 さ れ て い る 場 合 に は 、 再 利 用 時 の ト レ  
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ー の 美 観 性 が 向 上 す る 。
　 ま た 、 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 一 方 ま た は 両 方 は 、 先 部 ２ ３ ｂ を 有 さ な く て も よ い  
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ は 、 胴 部 １ ０ の 上 側 の 開 口 部 の 略 前 半 分 を 閉 じ る 平 面 視 略 凹  
形 状 を 呈 し て い る 。 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 先 端 部 に は 、 係 合 構 造 の 一 方 を 構 成 す る  
係 合 受 部 と し て の 凹 部 ２ １ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 凹 部 ２ １ ｂ は 、 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 左  
右 方 向 の 中 央 部 を 前 側 壁 １ １ の 上 縁 部 （ 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 基 端 部 ） に 向 け て 凹  
ま せ た も の で あ る 。 凹 部 ２ １ ｂ の 底 縁 部 ２ １ ｂ １ は 、 前 側 壁 １ １ の 上 縁 部 と 平 行 で あ る 。  
凹 部 ２ １ ｂ の 左 右 両 側 部 ２ １ ａ ， ２ １ ａ は 、 蓋 部 ２ ０ の 後 方 へ 向 け て 延 在 し て い る 。 左 右  
両 側 部 ２ １ ａ ， ２ １ ａ の 内 縁 部 ２ １ ａ １ ， ２ １ ａ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 底 縁 部 ２ １ ｂ  
１ の 両 端 部 に 接 続 さ れ て お り 、 底 縁 部 ２ １ ｂ １ と 直 交 す る 方 向 に 延 在 し て い る 。 左 右 両 側  
部 ２ １ ａ ， ２ １ ａ に は 、 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ の 破 断 誘 導 線 ２ ５ に 対 応 す る 位 置 （ 上  
下 方 向 に 重 な る 位 置 ） に 、 破 断 誘 導 線 ２ ５ ａ ， ２ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ に お け る 前 後 方 向 の 略 中 央 部 に は 、 開 封 用 の 破 断 誘 導 線 ２ ４  
が 形 成 さ れ て い る 。 破 断 誘 導 線 ２ ４ は 、 切 れ 込 み を 断 続 的 に 形 成 し た ミ シ ン 目 状 の 破 断 線  
で あ り 、 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 左 右 縁 部 間 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る 。 破 断 誘 導 線 ２ ４ は 、  
前 側 壁 １ １ の 上 縁 部 と 平 行 で あ る 。 凹 部 ２ １ ｂ の 底 縁 部 ２ １ ｂ １ と の 関 係 に お い て 、 破 断  
誘 導 線 ２ ４ は 、 底 縁 部 ２ １ ｂ １ と 間 隔 を 空 け て 前 側 壁 １ １ の 上 縁 部 側 に 配 置 さ れ て い る 。  
底 縁 部 ２ １ ｂ １ と 破 断 誘 導 線 ２ ４ と の 間 隔 は 、 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ の 後 記 す る 突 出  
部 ２ ２ ｂ の 前 後 方 向 の 大 き さ 以 上 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 破 断 誘 導 線  
２ ４ に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 Ｈ に 対 し て 突 出 部 ２ ２ ｂ が 配 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 前 側 壁 １ １ の 上 縁 部 と 破 断 誘 導 線 ２ ４ と の 間 隔 は 、 前 側 壁 １ １ の 高 さ 、 よ り 詳 し  
く は 、 胴 部 １ ０ 内 に 露 出 し て い る 前 側 壁 １ １ の 内 面 の 高 さ に 対 応 す る 大 き さ に 設 定 さ れ て  
い る 。 こ れ に よ り 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ は 、 開 封 時 に 帯 状 部 分 Ｈ を 切 り 離 し た 後 に 、 前 側 壁  
１ １ の 内 面 に 折 り 曲 げ て 重 ね る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 左 右 側 縁 部 に は 、 略 半 円 形 状 に 切 り 欠 か れ た 指 掛 け 部 ２ １  
ｃ ， ２ １ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 指 掛 け 部 ２ １ ｃ ， ２ １ ｃ は 、 後 記 す る よ う に 蓋 部 ２ ０ か ら  
帯 状 部 分 Ｈ を 切 り 離 す 際 の 起 点 と な る 部 分 で あ り 、 手 指 を 引 っ 掛 け る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ の 先 端 部 に は 、 係 合 構 造 の 他 方 を 構 成 す る 係 合 部 と し て の 突  
出 部 ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 突 出 部 ２ ２ ｂ は 、 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ の 前 縁 部 ２ ２  
ａ に お い て 左 右 方 向 の 中 央 部 に 位 置 し て お り 、 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 凹 部 ２ １ ｂ に  
向 け て 突 出 し て い る 。 突 出 部 ２ ２ ｂ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 平 面 視 で 略 四 角 形 状 を 呈 し て  
い る 。 突 出 部 ２ ２ ｂ は 、 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 凹 部 ２ １ ｂ に 対 し て 係 合 可 能 で あ る  
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ に お け る 前 縁 部 ２ ２ ａ の 左 右 両 端 部 に は 、 円 弧 状 に 切 り 欠 か  
れ た 後 側 指 掛 け 部 ２ ２ ｃ ， ２ ２ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 後 側 指 掛 け 部 ２ ２ ｃ ， ２ ２ ｃ は 、 前  
側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ に お け る 指 掛 け 部 ２ １ ｃ ， ２ １ ｃ の 一 部 に 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ に お け る 前 後 方 向 の 略 中 央 部 に は 、 開 封 用 の 破 断 誘 導 線 ２ ５  
が 形 成 さ れ て い る 。 破 断 誘 導 線 ２ ５ は 、 切 れ 込 み を 断 続 的 に 形 成 し た ミ シ ン 目 状 の 破 断 線  
で あ り 、 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ の 左 右 縁 部 間 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る 。 破 断 誘 導 線 ２  
５ は 、 後 側 の 側 壁 １ １ の 上 縁 部 と 平 行 で あ る 。
　 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 左 右 両  
側 部 ２ １ ａ ， ２ １ ａ に 一 部 が 重 な っ て お り 、 こ の 重 な る 部 分 に お い て 、 破 断 誘 導 線 ２ ５ が  
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左 右 両 側 部 ２ １ ａ ， ２ １ ａ の 破 断 誘 導 線 ２ ５ ａ ， ２ ５ ａ に 重 な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 破  
断 誘 導 線 ２ ４ ， ２ ５ に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 Ｈ を 開 封 時 に 切 り 開 く と 、 破 断 誘 導 線 ２ ５  
ａ ， ２ ５ ａ も 同 時 に 切 り 開 か れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 後 側 の 側 壁 １ １ の 上 縁 部 と 破 断 誘 導 線 ２ ５ と の 間 隔 は 、 後 側 の 側 壁 １ １ の 高 さ 、 よ り 詳  
し く は 、 胴 部 １ ０ 内 に 露 出 し て い る 後 側 の 側 壁 １ １ の 内 面 の 高 さ に 対 応 す る 大 き さ に 設 定  
さ れ て い る 。 こ れ に よ り 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ は 、 開 封 時 に 帯 状 部 分 Ｈ を 切 り 離 し た  
後 に 、 後 側 の 側 壁 １ １ の 内 面 に 折 り 曲 げ て 重 ね る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ が 係 合 さ れ た 状 態 で 、 破 断 誘 導 線 ２ ４ ，  
２ ５ は 、 蓋 部 ２ ０ に お い て 、 突 出 部 ２ ２ ｂ と 凹 部 ２ １ ｂ と が 係 合 さ れ る 部 分 （ 少 な く と も  
突 出 部 ２ ２ ｂ と 凹 部 ２ １ ｂ と が 重 な り 合 う 部 分 ） の 前 後 方 向 の 両 側 に 配 置 さ れ て い る 。 つ  
ま り 、 破 断 誘 導 線 ２ ４ ， ２ ５ は 、 係 合 さ れ る 部 分 を 境 に し て 前 後 の 両 側 に 位 置 し て い る 。
　 そ し て 、 破 断 誘 導 線 ２ ４ ， ２ ５ 同 士 の 間 隔 は 、 蓋 部 ２ ０ の 前 後 方 向 に お い て 、 封 緘 部 材  
で あ る 粘 着 テ ー プ Ｔ の 前 後 方 向 の 大 き さ 以 上 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 つ ま り 、 図 ６  
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 一 対 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ ， ２ ５ に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 Ｈ 内 に 収 ま  
る よ う に 、 蓋 部 ２ ０ に 対 し て 粘 着 テ ー プ Ｔ を 貼 り 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 に 、 包 装 箱 １ を 組 み 立 て る 際 の 手 順 に つ い て 説 明 す る 。 初 め に 、 胴 部 １ ０ の 下 側 の 開  
口 部 で あ る 底 部 ３ ０ を 閉 じ る 。 こ の 場 合 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 左 右 の 下 部 内 フ ラ ッ プ ３ ２  
， ３ ２ の 外 面 （ 下 面 ） に 前 後 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ を 重 ね 、 そ の 先 端 部 同 士 を 突 き  
合 わ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 そ の 後 、 図 ５ （ ａ ） に 示 し よ う に 、 突 き 合 わ せ 部 ３ ４ に 跨 る よ う に 、 左 右 方 向 に 粘 着 テ  
ー プ Ｔ を 貼 り 付 け る 。 こ の 場 合 、 切 欠 部 ３ ３ ， ３ ３ 内 に 露 出 す る 左 右 の 下 部 内 フ ラ ッ プ ３  
２ ， ３ ２ の 基 端 部 ３ ２ ａ ， ３ ２ ａ を 、 粘 着 テ ー プ Ｔ の 始 端 位 置 及 び 終 端 位 置 と し て 粘 着 テ  
ー プ Ｔ を 貼 り 付 け る 。 こ れ に よ り 、 底 部 ３ ０ か ら 左 右 の 端 壁 １ ２ ， １ ２ の 外 面 に 粘 着 テ ー  
プ Ｔ が 亘 る こ と な く 、 底 部 ３ ０ の 面 内 の み で 粘 着 テ ー プ Ｔ の 貼 り 付 け を 完 結 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ の 後 、 図 示 し な い 収 容 品 を 胴 部 １ ０ 内 に 収 容 し 、 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 左 右 の 上  
部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ を 内 側 に 折 り 曲 げ る 。 こ の 場 合 、 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２  
３ の 先 端 部 同 士 が 左 右 の 中 央 部 で 突 き 合 わ さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ の 後 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ を 折 り 曲 げ て 左 右 の 上 部  
内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 上 に 重 ね る 。 そ し て 、 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ を 折 り 曲 げ て 、  
そ の 突 出 部 ２ ２ ｂ を 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 凹 部 ２ １ ｂ の 下 側 に 差 し 込 む よ う に し て  
係 合 す る 。 こ の 場 合 、 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ を 破 断 誘 導 線 ２ ５ で 山 折 り す る こ と で 、  
凹 部 ２ １ ｂ に 対 し て 突 出 部 ２ ２ ｂ が 差 し 込 み 易 く な る 。
　 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ が 係 合 し た 状 態 で 、 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ の 一 部 が 上 部 外 フ ラ  
ッ プ ２ １ の 左 右 両 側 部 ２ １ ａ ， ２ １ ａ に 重 な り 、 一 対 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ ， ２ ５ に よ り 区 画  
さ れ る 帯 状 部 分 Ｈ が 、 蓋 部 ２ ０ の 前 後 方 向 の 中 央 部 に お い て 左 右 方 向 に 延 在 す る よ う に 形  
成 さ れ る 。 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ が 係 合 す る と 、 破 断 誘 導 線 ２ ５ の 一 部 が 、 左 右 両 側  
部 ２ １ ａ ， ２ １ ａ の 破 断 誘 導 線 ２ ５ ａ ， ２ ５ ａ に 重 な る 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 凹 部 ２ １ ｂ の 下 側 に は 、 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 先 端 部 同 士 が 突 き 合  
わ さ れ た 状 態 で 配 置 さ れ て い る の で 、 差 し 込 ま れ た 突 出 部 ２ ２ ｂ が 収 容 品 に 当 接 す る こ と  
が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 差 し 込 ま れ た 突 出 部 ２ ２ ｂ は 、 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の  
上 面 に 案 内 さ れ て 、 凹 部 ２ １ ｂ の 下 面 側 に ス ム ー ズ に 導 か れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 そ の 後 、 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 係 合 部 分 の 前 後 に 跨 る よ う に し て 一 対 の 破 断 誘 導 線  
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２ ４ ， ２ ５ に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 Ｈ に 、 粘 着 テ ー プ Ｔ を 貼 り 付 け る 。 こ れ に よ り 、 蓋  
部 ２ ０ を 閉 じ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 方 、 開 封 時 に は 、 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 帯 状 部 分 Ｈ の 両 端 部 （ 図 で は 右 端 部 ） の  
指 掛 け 部 ２ １ ｃ 、 後 側 指 掛 け 部 ２ ２ ｃ に 手 指 を 引 っ 掛 け て 、 帯 状 部 分 Ｈ を 手 指 で 掴 み な が  
ら 上 方 へ 引 き 上 げ る 。 そ う す る と 、 破 断 誘 導 線 ２ ４ ， ２ ５ の 破 断 が 進 行 し 、 最 終 的 に 帯 状  
部 分 Ｈ の 全 体 が 蓋 部 ２ ０ か ら 切 り 離 さ れ る 。 つ ま り 、 係 合 部 分 を 粘 着 テ ー プ Ｔ と と も に 蓋  
部 ２ ０ か ら 切 り 離 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 蓋 部 ２ ０ が 開 か れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 蓋 部 ２ ０ の 開 封 後 に ト レ ー と し て 再 利 用 す る 場 合 の 組 み 立 て 手 順 に つ い て 説 明 す  
る 。 ま ず 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ を 胴 部 １ ０ の 内 側 に 折 り  
曲 げ る 。 こ の 場 合 、 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ を 折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６ ， ２ ６ に 沿 っ て そ れ ぞ  
れ 谷 折 り す る 。 そ う す る と 、 右 端 壁 １ ２ の 内 面 に 右 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ の 基 部 ２ ３ ａ  
が 折 り 重 ね ら れ る と と も に 、 右 側 の 下 部 内 フ ラ ッ プ ３ ２ の 内 面 に 右 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２  
３ の 先 部 ２ ３ ｂ が 折 り 重 ね ら れ る 。 同 様 に 、 左 端 壁 １ ２ の 内 面 に 左 側 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２  
３ の 基 部 ２ ３ ａ が 折 り 重 ね ら れ る と と も に 、 左 側 の 下 部 内 フ ラ ッ プ ３ ２ の 内 面 に 左 側 の 上  
部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ の 先 部 ２ ３ ｂ が 折 り 重 ね ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 そ の 後 、 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 帯 状 部 分 Ｈ を 切 り 離 し た 後 の 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ  
２ １ を 胴 部 １ ０ の 内 側 に 折 り 曲 げ 、 前 側 壁 １ １ の 内 面 に 折 り 重 ね る 。 そ う す る と 、 先 に 折  
り 曲 げ ら れ て い る 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 前 縁 部 分 に 、 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 縁 部 が  
当 接 し 、 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ が 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 前 縁 部 分 の 浮 き 上 が り を 押 さ  
え る よ う に し て 保 持 す る 。 ま た 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 帯 状 部 分 Ｈ を 切 り 離 し た 後 の  
後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ を 胴 部 １ ０ の 内 側 に 折 り 曲 げ 、 後 側 の 側 壁 １ １ の 内 面 に 折 り 重  
ね る 。 こ の 場 合 に も 、 先 に 折 り 曲 げ ら れ て い る 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 後 縁 部 分 に 、  
上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ の 縁 部 が 当 接 し 、 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ が 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の  
後 縁 部 分 の 浮 き 上 が り を 押 さ え る よ う に し て 保 持 す る 。
　 こ れ に よ り 、 ト レ ー が 組 み 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ に よ れ ば 、 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ の 突 出 部 ２ ２  
ｂ を 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 凹 部 ２ １ ｂ に 係 合 す る と い う 係 合 構 造 に よ り 、 蓋 部 ２ ０  
を 容 易 に 閉 じ る こ と が で き る 。
　 ま た 、 蓋 部 ２ ０ を 開 く と き に は 、 一 対 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ ， ２ ５ に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部  
分 Ｈ を 手 指 で 掴 ん で 引 き 上 げ る こ と に よ り 、 係 合 部 分 を 両 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ か ら  
切 り 離 す こ と が で き 、 両 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ の 係 合 を 解 除 で き る 。 し た が っ て 、 蓋  
部 ２ ０ を 開 く 際 に 係 合 を 解 除 す る と い う 煩 雑 な 手 順 が 不 要 と な り 、 蓋 部 ２ ０ を 容 易 に 開 く  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 帯 状 部 分 Ｈ に 粘 着 テ ー プ Ｔ が 貼 り 付 け ら れ る の で 、 当 該 部 分 を 手 指 で 掴 ん で 引 き  
上 げ る こ と に よ り 、 粘 着 テ ー プ Ｔ も 一 緒 に 切 り 離 す こ と が で き る 。 し た が っ て 、 蓋 部 ２ ０  
を 開 く 際 に 粘 着 テ ー プ Ｔ を 引 き 剥 が す 手 間 が 不 要 と な り 、 蓋 部 ２ ０ を 容 易 に 開 く こ と が で  
き る 。 ま た 、 粘 着 テ ー プ Ｔ も 一 緒 に 切 り 離 す こ と が で き る の で 、 粘 着 テ ー プ Ｔ の 引 き 剥 が  
し 跡 が 蓋 部 ２ ０ に 残 ら ず 、 包 装 箱 １ を 箱 体 や ト レ ー 等 と し て 再 利 用 す る 場 合 の 美 観 性 に 優  
れ る 。 ま た 、 包 装 箱 １ を 資 源 ゴ ミ と し て 提 出 す る 際 に 、 粘 着 テ ー プ Ｔ 等 の 封 緘 部 材 を 引 き  
剥 が す 必 要 が な く な る た め 、 利 便 性 に 優 れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 帯 状 部 分 Ｈ を 切 り 離 し て 蓋 部 ２ ０ を 開 い た 後 に 、 残 っ た 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２  
２ を 側 壁 １ １ ， １ １ の 内 面 に そ れ ぞ れ 折 り 曲 げ て 重 ね る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 包 装  
箱 １ を ト レ ー と し て 再 利 用 す る 場 合 に 両 側 壁 １ １ ， １ １ の 内 面 の 見 栄 え が よ く な る 。 ま た  
、 折 り 曲 げ て 重 ね た 部 分 の 外 面 に 化 粧 印 刷 が そ れ ぞ れ 施 さ れ て い る 場 合 に は 、 ト レ ー の 内  
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面 の 美 観 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ を 折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６ ， ２ ６ で そ れ ぞ れ 谷 折 り し  
て 端 壁 １ ２ ， １ ２ の 内 面 及 び 底 部 ３ ０ の 内 面 （ 下 部 内 フ ラ ッ プ ３ ２ の 内 面 ） に 折 り 曲 げ て  
重 ね る こ と が で き る の で 、 包 装 箱 １ を ト レ ー と し て 再 利 用 す る 場 合 に 両 端 壁 １ ２ ， １ ２ の  
内 面 及 び 底 部 ３ ０ の 内 面 の 見 栄 え が よ く な る 。 ま た 、 折 り 曲 げ て 重 ね た 部 分 の 外 面 に 化 粧  
印 刷 が そ れ ぞ れ 施 さ れ て い る 場 合 に は 、 ト レ ー の 内 面 の 美 観 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 前 後 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ の 突 き 合 わ せ 部 ３ ４ の 外 面 に 粘 着 テ ー プ Ｔ を 貼  
り 付 け た と き に 、 両 切 欠 部 ３ ３ ， ３ ３ 内 に 露 出 す る 下 部 内 フ ラ ッ プ ３ ２ ， ３ ２ の 基 端 部 ３  
２ ａ ， ３ ２ ａ を 粘 着 テ ー プ Ｔ の 始 端 位 置 及 び 終 端 位 置 と す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、  
端 壁 １ ２ ， １ ２ の 外 面 に 粘 着 テ ー プ Ｔ を 貼 り 付 け る 必 要 が な く な り 、 端 壁 １ ２ ， １ ２ の 外  
面 の 見 栄 え が よ く な る 。 ま た 、 端 壁 １ ２ ， １ ２ の 外 面 に 化 粧 印 刷 が 施 さ れ て い る 場 合 に は  
、 包 装 箱 １ の 美 観 性 、 再 利 用 時 の ト レ ー の 美 観 性 が 向 上 す る 。
　 な お 、 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 外 面 、 ま た は 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ の 外 面 に 粘  
着 テ ー プ Ｔ を 貼 り つ け た 後 に 、 送 付 用 の 伝 票 等 を 貼 り 付 け て 使 用 す る こ と も で き る 。 下 部  
外 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ の 外 面 に 粘 着 テ ー プ Ｔ を 貼 り 付 け る と 、 ト レ ー と し て 使 用 す る 場 合  
に 底 部 ３ ０ Ａ は 見 え な い 面 と な る た め 、 美 観 性 へ の 影 響 が 小 さ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 次 に 、 図 １ ０ ～ 図 １ ５ を 参 照 し て 第 ２ 実 施 形 態 の 包 装 箱 に つ い て 説 明 す る 。 第 ２ 実 施 形  
態 の 包 装 箱 １ Ａ は 、 図 １ ０ ～ 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ ， ２ ５ 同 士 の 間 隔 を  
第 １ 実 施 形 態 の 間 隔 よ り も 大 き く し て あ る 。 ま た 、 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ は 、 前 側 に 向 け て 膨  
出 し た 形 状 を 有 し て お り 、 そ の 膨 出 し た 部 分 に 破 断 開 始 部 ２ ４ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て も 、 突 出 部 ２ ２ ｂ と 凹 部 ２ １ ｂ と に よ る 係 合 構 造 に よ り 、 蓋  
部 ２ ０ Ａ が 閉 じ ら れ る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 包 装 箱 １ Ａ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 一 枚 の 段 ボ ー ル 製 の シ ー ト を 切 り 抜 い た ブ ラ ン ク  
シ ー ト Ｓ ２ を 各 罫 線 に お い て 山 折 り 又 は 谷 折 り す る こ と で 形 成 さ れ る 。 図 １ １ に 示 す ブ ラ  
ン ク シ ー ト Ｓ ２ は 外 面 側 が 見 え る よ う に 配 置 し た も の で あ る が 、 説 明 の 便 宜 上 、 内 面 側 に  
形 成 さ れ る 各 罫 線 を 実 線 で 表 示 し て い る 。
　 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ ２ の 各 罫 線 （ 折 線 ） は 、 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ ２ の 内 面 側 の 表 面 を 押 し 込  
ん で 形 成 さ れ た 線 状 の 溝 （ 押 罫 ） で あ る 。 な お 、 罫 線 に 切 れ 込 み （ ハ ー フ カ ッ ト 線 等 ） を  
形 成 し て も よ い 。 こ の よ う に す る と 、 罫 線 に お い て ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ ２ が 折 り 曲 げ 易 く な  
る 。
　 ま た 、 シ ー ト の 表 面 の み を 切 断 し た ハ ー フ カ ッ ト の 切 れ 込 み や シ ー ト を 貫 通 し た 切 れ 込  
み を 断 続 さ せ て 線 状 に 形 成 す る こ と で 折 れ 線 を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 胴 部 １ ０ は 、 第 １ 実 施 形 態 と 寸 法 の 異 な る 前 後 一 対 の 側 壁 １ １ ， １ １ と 、 左 右 一 対 の 端  
壁 １ ２ ， １ ２ と を 有 し て い る 。 接 合 片 １ ３ は 、 前 側 壁 １ １ の 右 側 に 連 設 さ れ て い る 。 接 合  
片 １ ３ は 、 右 端 壁 １ ２ の 前 側 内 面 に 貼 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 底 部 ３ ０ Ａ は 、 い ず れ も 四 角 形 状 と さ れ た 、 前 後 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ と 、 左 右  
の 下 部 内 フ ラ ッ プ ３ ２ ， ３ ２ と を 備 え て い る 。 前 後 の 下 部 外 フ ラ ッ プ ３ １ ， ３ １ は 、 第 １  
実 施 形 態 で 説 明 し た 切 欠 部 ３ ３ ， ３ ３ （ 図 ４ 参 照 ） を 有 し て い な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 蓋 部 ２ ０ Ａ は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 に 、 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ が 蓋 部 ２ ０ Ａ の 前 後  
方 向 の 中 央 部 に て 係 合 さ れ て い る （ 図 １ ０ ， 図 １ ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ は 、 左 右 の 端 壁 １ ２ ， １ ２ の 内 面 に 折 り 曲 げ ら れ た と  
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き に 、 左 右 の 端 壁 １ ２ ， １ ２ の 内 面 に 略 全 体 が 重 ね ら れ る 大 き さ を そ れ ぞ れ 備 え て い る 。  
上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 先 端 部 に お い て 前 後 方 向 の 略 中 央 部 に は 、 Ｌ 字 形 状 の 切 れ 込  
み と 折 曲 げ 罫 線 で 区 画 さ れ た ガ イ ド 部 ２ ３ ｃ ， ２ ３ ｃ が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。 各 ガ イ  
ド 部 ２ ３ ｃ ， ２ ３ ｃ は 、 係 合 部 分 に 対 応 し て お り 、 凹 部 ２ １ ｂ に 対 し て 突 出 部 ２ ２ ｂ を 差  
し 込 む 際 に 、 突 出 部 ２ ２ ｂ の 当 接 に よ り 胴 部 １ ０ の 内 側 に 折 れ 曲 が る 緩 衝 材 的 機 能 を 有 し  
て い る 。
　 な お 、 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 一 方 ま た は 両 方 は 、 第 １ 実 施 形 態 で 説 明 し た よ う な  
折 曲 げ 誘 導 線 ２ ６ を 介 し て 先 部 ２ ３ ｂ （ 図 ８ ， 図 ９ 参 照 ） を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 基 端 部 に お い て 前 後 方 向 の 略 中 央 部 に は 、 略 半 円 形  
状 に 延 び る 破 断 誘 導 線 で 区 画 さ れ る 指 挿 入 部 ２ ３ ｄ ， ２ ３ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 各 破 断 誘  
導 線 ２ ６ ， ２ ６ は 、 指 掛 け 部 ２ １ ｃ ， ２ １ ｃ 、 後 側 指 掛 け 部 ２ ２ ｃ に 対 応 し た 位 置 に 配 置  
さ れ て お り 、 切 れ 込 み を 断 続 的 に 形 成 し た ミ シ ン 目 状 の 破 断 線 で あ る 。 な お 、 切 れ 込 み の  
間 隔 や 形 状 は 、 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 一 対 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ ， ２ ５ は 、 本 実 施 形 態 に お い て も 、 蓋 部 ２ ０ に お い て 、 突 出 部  
２ ２ ｂ と 凹 部 ２ １ ｂ と が 係 合 さ れ る 部 分 の 前 後 方 向 の 両 側 に 配 置 さ れ て い る 。
　 そ し て 、 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ ， ２ ５ 同 士 の 間 隔 は 、 蓋 部 ２ ０ の 前 後 方 向 に お い て 、 封 緘 部  
材 で あ る 送 付 用 の 伝 票 Ｔ １ の 前 後 方 向 の 大 き さ 以 上 と な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 つ ま り  
、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 一 対 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ ， ２ ５ に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 Ｈ １ 内  
に 収 ま る よ う に 、 蓋 部 ２ ０ に 対 し て 送 付 用 の 伝 票 Ｔ １ を 貼 り 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 前 側 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ は 、 後 側 の 破 断 誘 導 線 ２ ５ か ら 離 れ る 前 側 に 膨 出 す る 部 分 を 有  
し て い る 。 具 体 的 に 、 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 左 右 方 向 に 延 在 す る 直  
線 状 の 両 端 部 ２ ４ ａ ， ２ ４ ａ と 、 両 端 部 ２ ４ ａ ， ２ ４ ａ の 各 内 端 に 接 続 さ れ 前 側 に 向 け て  
傾 斜 状 に 延 在 す る 傾 斜 部 ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｂ と 、 傾 斜 部 ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｂ の 前 端 部 間 を 繋 ぐ 直 線  
状 の 前 部 ２ ４ ｃ と 、 を 備 え て い る 。 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ に お い て 前 側 に 膨 出 す る 部 分 は 、 傾  
斜 部 ２ ４ ｂ ， ２ ４ ｂ と 前 部 ２ ４ ｃ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 平 面 視 で 逆 台 形 状 を 呈 し て い  
る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 前 部 ２ ４ ｃ の 左 右 方 向 の 中 央 部 に は 、 後 方 に 向 け て 略 半 円 形 状 に 膨 ら む 破 断 開 始 部 ２ ４  
ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 破 断 開 始 部 ２ ４ ｄ は 、 切 れ 込 み を 断 続 的 に 形 成 し た ミ シ ン 目 状 の 破  
断 線 か ら な る 。 な お 、 切 れ 込 み の 間 隔 や 形 状 は 、 限 定 さ れ る も の で は な い 。 破 断 開 始 部 ２  
４ ｄ は 、 開 封 時 の 破 断 の き っ か け と な る 部 位 で あ り 、 手 指 を 押 し 当 て る こ と で 破 断 し 、 指  
掛 け 用 の 穴 部 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ Ａ に お い て 蓋 部 ２ ０ Ａ を 閉 じ る 場 合 に は 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の  
手 順 で 行 う 。 す な わ ち 、 図 １ ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ま ず 、 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ，  
２ ３ を 内 側 に 折 り 曲 げ る 。
　 そ の 後 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ を 折 り 曲 げ て 左 右 の 上  
部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 上 に 重 ね る 。 そ し て 、 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ を 折 り 曲 げ て  
、 そ の 突 出 部 ２ ２ ｂ を 前 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 凹 部 ２ １ ｂ の 下 側 に 差 し 込 む よ う に し  
て 係 合 す る 。 こ の 場 合 、 後 側 の 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ を 破 断 誘 導 線 ２ ５ で 山 折 り す る こ と で  
、 凹 部 ２ １ ｂ に 対 し て 突 出 部 ２ ２ ｂ が 差 し 込 み 易 く な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ が 係 合 し た 状 態 で 、 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ ２ の 一 部 が 上 部 外 フ ラ  
ッ プ ２ １ の 左 右 両 側 部 ２ １ ａ ， ２ １ ａ に 重 な り 、 一 対 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ ， ２ ５ に よ り 区  
画 さ れ る 帯 状 部 分 Ｈ １ が 、 蓋 部 ２ ０ の 前 後 方 向 の 中 央 部 に お い て 左 右 方 向 に 延 在 す る よ う  
に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 な お 、 凹 部 ２ １ ｂ の 下 側 に は 、 ガ イ ド 部 ２ ３ ｃ ， ２ ３ ｃ が 配 置 さ れ て い る の で 、 差 し 込  
ま れ た 突 出 部 ２ ２ ｂ が 収 容 品 に 当 接 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 ま た 、 差 し 込 ま れ た 突 出 部 ２  
２ ｂ は 、 ガ イ ド 部 ２ ３ ｃ ， ２ ３ ｃ に 案 内 さ れ て 、 凹 部 ２ １ ｂ の 下 面 側 に ス ム ー ズ に 導 か れ  
る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ の 後 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 蓋 部 ２ ０ Ａ の 係 合 部 分 の 前 後 に 跨 る よ う に し て 一 位 の 破  
断 誘 導 線 ２ ４ Ａ ， ２ ５ に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 Ｈ １ に 、 送 付 用 の 伝 票 Ｔ １ を 貼 り 付 け る  
。 こ れ に よ り 、 蓋 部 ２ ０ Ａ を 閉 じ る こ と が で き る 。 な お 、 送 付 用 の 伝 票 Ｔ １ に 代 え て 、 粘  
着 テ ー プ Ｔ や そ の 他 の 封 緘 部 材 を 貼 り 付 け て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 一 方 、 開 封 時 に は 、 図 ７ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ２ つ の 方 向 か ら 帯 状 部 分 Ｈ １ を 切  
り 開 く こ と が で き る 。 す な わ ち 、 左 右 方 向 か ら 帯 状 部 分 Ｈ １ を 切 り 開 く 場 合 に は 、 帯 状 部  
分 Ｈ １ の 左 右 方 向 の 両 端 部 （ 図 で は 右 端 部 ） の 指 掛 け 部 ２ １ ｃ 、 後 側 指 掛 け 部 ２ ２ ｃ に 手  
指 を 引 っ 掛 け て 、 帯 状 部 分 Ｈ １ を 手 指 で 掴 み な が ら 上 方 へ 引 き 上 げ る 。 そ う す る と 、 破 断  
誘 導 線 ２ ４ Ａ ， ２ ５ の 破 断 が 進 行 し 、 最 終 的 に 帯 状 部 分 Ｈ １ の 全 体 が 蓋 部 ２ ０ Ａ か ら 切 り  
離 さ れ る 。 つ ま り 、 係 合 部 分 を 送 付 用 の 伝 票 Ｔ １ と と も に 蓋 部 ２ ０ Ａ か ら 切 り 離 す こ と が  
で き る 。 こ れ に よ り 、 蓋 部 ２ ０ Ａ が 開 か れ る 。 な お 、 指 挿 入 部 ２ ３ ｄ ， ２ ３ ｄ を 破 断 し て  
帯 状 部 分 Ｈ １ を 切 り 開 い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ま た 、 前 後 方 向 か ら 帯 状 部 分 Ｈ １ を 切 り 開 く 場 合 に は 、 前 側 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ に お け  
る 破 断 開 始 部 ２ ４ ｄ に 手 指 を 引 っ 掛 け て 、 帯 状 部 分 Ｈ １ を 手 指 で 掴 み な が ら 後 側 上 方 へ 引  
き 上 げ る 。 そ う す る と 、 前 側 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ の 破 断 が 左 右 方 向 に 進 行 し て 帯 状 部 分 Ｈ  
１ の 前 部 側 が 切 り 開 か れ 、 次 い で 後 側 の 破 断 誘 導 線 ２ ５ が 破 断 し て 帯 状 部 分 Ｈ １ の 後 部 側  
が 切 り 開 か れ る 。 そ し て 、 最 終 的 に 帯 状 部 分 Ｈ １ の 全 体 が 蓋 部 ２ ０ Ａ か ら 切 り 離 さ れ る 。  
つ ま り 、 こ の 場 合 に も 、 係 合 部 分 を 送 付 用 の 伝 票 Ｔ １ と と も に 蓋 部 ２ ０ Ａ か ら 切 り 離 す こ  
と が で き る 。 こ れ に よ り 、 蓋 部 ２ ０ Ａ が 開 か れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お 、 蓋 部 ２ ０ Ａ の 開 封 後 に ト レ ー と し て 再 利 用 す る 場 合 の 組 み 立 て 手 順 は 、 第 １ 実 施  
形 態 と 概 略 同 様 で あ る 。 こ の 場 合 、 左 右 の 上 部 内 フ ラ ッ プ ２ ３ ， ２ ３ の 全 体 が 、 左 右 の 端  
壁 １ ２ ， １ ２ の 内 面 に 重 ね ら れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ Ａ に よ れ ば 、 破 断 開 始 部 ２ ４ ｄ を 起 点 と し て 破 断 誘  
導 線 ２ ４ Ａ ， ２ ５ を 切 り 開 く こ と に よ り 、 前 後 方 向 に も 蓋 部 ２ ０ Ａ を 開 く こ と が で き る 。  
ま た 、 一 対 の 破 断 誘 導 線 ２ ４ Ａ ， ２ ５ に よ り 区 画 さ れ る 帯 状 部 分 Ｈ １ の 前 後 方 向 の 間 隔 が  
拡 が る の で 、 送 付 用 の 伝 票 Ｔ １ を 利 用 す る こ と が で き 、 封 緘 性 に 優 れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 次 に 、 図 １ ６ ， 図 １ ７ を 参 照 し て 第 ３ 実 施 形 態 の 包 装 箱 に つ い て 説 明 す る 。 第 ３ 実 施 形  
態 の 包 装 箱 １ Ｂ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 変 形 例 で あ り 、 胴 部 １ ０ を 扁 平 に 折 り 畳 ん だ 状 態 か ら  
筒 状 に 開 く こ と で 底 部 ３ ０ Ｂ が 展 開 す る よ う に 構 成 さ れ た も の で あ る 。 本 実 施 形 態 の 係 合  
構 造 は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 係 合 構 造 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 包 装 箱 １ Ｂ は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 一 枚 の 段 ボ ー ル 製 の シ ー ト を 切 り 抜 い た ブ ラ ン ク  
シ ー ト Ｓ ３ を 各 罫 線 に お い て 山 折 り 又 は 谷 折 り す る こ と で 形 成 さ れ る 。 図 １ ６ に 示 す ブ ラ  
ン ク シ ー ト Ｓ ３ は 外 面 側 が 見 え る よ う に 配 置 し た も の で あ る が 、 説 明 の 便 宜 上 、 内 面 側 に  
形 成 さ れ る 各 罫 線 を 実 線 で 表 示 し て い る 。
　 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ ３ の 各 罫 線 （ 折 線 ） は 、 ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ ３ の 内 面 側 の 表 面 を 押 し 込  
ん で 形 成 さ れ た 線 状 の 溝 （ 押 罫 ） で あ る 。 な お 、 罫 線 に 切 れ 込 み （ ハ ー フ カ ッ ト 線 等 ） を  
形 成 し て も よ い 。 こ の よ う に す る と 、 罫 線 に お い て ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ ３ が 折 り 曲 げ 易 く な  
る 。
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　 ま た 、 シ ー ト の 表 面 の み を 切 断 し た ハ ー フ カ ッ ト の 切 れ 込 み や シ ー ト を 貫 通 し た 切 れ 込  
み を 断 続 さ せ て 線 状 に 形 成 す る こ と で 折 れ 線 を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 底 部 ３ ０ Ｂ は 、 前 後 の 側 壁 １ １ ， １ １ の 下 縁 部 に 連 設 さ れ た 前 後 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ ，  
１ ３ １ ｂ と 、 左 右 の 端 壁 １ ２ ， １ ２ の 下 縁 部 に 連 設 さ れ た 左 右 の フ ラ ッ プ １ ３ ２ ａ ， １ ３  
２ ｂ と 、 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 前 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ ０ の 下 側 の 開 口 部 の 略 前 半 分  
を 閉 じ て い る 。 前 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ の 先 端 部 の 中 央 部 に は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 凹  
部 ３ １ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 前 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ は 、 前 側 壁 １ １ の 下 縁 部 に 連 設 さ れ  
た フ ラ ッ プ 本 体 １ ３ ３ と 、 フ ラ ッ プ 本 体 １ ３ ３ の 左 側 に 折 れ 線 １ ３ ５ を 介 し て 連 設 さ れ た  
折 返 し 部 １ ３ ４ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 折 れ 線 １ ３ ５ は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 前 側 の 側 壁 １ １ の 下 縁 部 の 左 端 部 分 か ら 前 側 の  
フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ の 先 端 部 の 略 中 央 部 に 亘 っ て 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 折 れ 線  
１ ３ ５ の 先 端 部 が 前 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ の 凹 部 ３ １ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 後 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ｂ は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 胴 部 １ ０ の 下 側 の 開 口 部 の 略 後 半 分  
を 閉 じ て い る 。 後 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ｂ は 、 前 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ を 左 右 反 転 さ せ る と  
と も に 前 後 反 転 さ せ た 構 成 で あ る 。 つ ま り 、 後 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ｂ で は 、 フ ラ ッ プ 本 体  
１ ３ ３ の 右 側 に 折 れ 線 １ ３ ５ を 介 し て 折 返 し 部 １ ３ ４ が 連 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 前 後 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ は 、 前 後 の 側 壁 １ １ ， １ １ に 対 し て 、 胴 部 １ ０ の 下  
側 の 開 口 部 に 向 け て 折 り 曲 げ ら れ て お り 、 前 後 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ の 先 端 部 に  
お い て 、 凹 部 ３ １ ｂ ， ３ １ ｂ 同 士 が 組 み 合 わ さ れ て い る 。 そ し て 、 前 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １  
ａ の 先 端 部 の 略 左 半 分 は 、 後 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ｂ の 先 端 部 の 略 左 半 分 の 下 面 に 、 左 側 の  
フ ラ ッ プ １ ３ ２ ａ を 挟 ん で 重 ね ら れ て い る 。
　 ま た 、 後 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ｂ の 先 端 部 の 略 右 半 分 は 、 前 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ の 先 端  
部 の 略 右 半 分 の 下 面 に 、 右 側 の フ ラ ッ プ １ ３ ２ ｂ を 挟 ん で 重 ね ら れ て い る 。 こ の よ う に し  
て 、 前 後 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ と 左 右 の フ ラ ッ プ １ ３ ２ ａ ， １ ３ ２ ｂ と が 組 み 合  
わ さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 左 側 の フ ラ ッ プ １ ３ ２ ａ は 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 先 端 部 に 向 か う に つ れ て 幅 が 小 さ く  
な っ て い る 。 左 側 の フ ラ ッ プ １ ３ ２ ａ は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 前 側 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ  
の 折 返 し 部 １ ３ ４ の 上 面 に 配 置 さ れ 、 折 返 し 部 １ ３ ４ に 接 合 さ れ て い る 。 な お 、 接 合 に は  
、 ホ ッ ト メ ル ト 等 の 接 合 手 段 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 右 側 の フ ラ ッ プ １ ３ ２ ｂ は 、 左 側 の フ ラ ッ プ １ ３ ２ ａ を 略 左 右 反 転 さ せ る と と も に 、 略  
前 後 反 転 さ せ た 構 成 で あ り 、 左 側 の フ ラ ッ プ １ ３ ２ ａ と 概 略 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ の よ う な 底 部 ３ ０ Ｂ は 、 胴 部 １ ０ を 扁 平 に 折 り 畳 ん だ 状 態 か ら 筒 状 に 開 く と 、 隣 り 合  
う 側 壁 １ １ と 端 壁 １ ２ と が 開 く に 連 れ て 、 前 後 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ の フ ラ ッ プ  
本 体 １ ３ ３ ， １ ３ ３ と 折 返 し 部 １ ３ ４ ， １ ３ ４ と が 胴 部 １ ０ の 下 側 の 開 口 部 に そ れ ぞ れ 展  
開 す る 。 さ ら に 、 前 後 の フ ラ ッ プ １ ３ １ ａ ， １ ３ １ ｂ の 折 返 し 部 １ ３ ４ ， １ ３ ４ に 押 さ れ  
て 、 左 右 の フ ラ ッ プ １ ３ ２ ａ ， １ ３ ２ ｂ も 胴 部 １ ０ の 下 側 の 開 口 部 に 展 開 す る 。 こ れ に よ  
り 底 部 ３ ０ Ｂ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ Ｂ に よ れ ば 、 胴 部 １ ０ を 扁 平 に 折 り 畳 ん だ 状 態 か ら  
筒 状 に 開 く こ と に よ り 底 部 ３ ０ Ｂ が 展 開 す る の で 、 底 部 ３ ０ Ｂ の 封 緘 に 粘 着 テ ー プ Ｔ 等 の  
封 緘 部 材 を 用 い る 必 要 が な く 、 箱 の 組 み 立 て が 簡 単 で あ る 。
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【 ０ ０ ９ ０ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と  
な く 、 そ の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 に 変 更 が 可 能 で あ る 。
　 前 記 各 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ ， １ Ａ ， １ Ｂ は 、 上 部 外 フ ラ ッ プ ２ １ の 凹 部 ２ １ ｂ に 上 部 外  
フ ラ ッ プ ２ ２ の 突 出 部 ２ ２ ｂ を 係 合 す る 構 成 と し た が 、 凹 部 ２ １ ｂ と 突 出 部 ２ ２ ｂ は 前 後  
逆 に 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 凹 部 ２ １ ｂ 及 び 突 出 部 ２ ２ ｂ は 、 種 々 の 形 状 の も の を 採 用 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ま た 、 前 記 各 実 施 形 態 で は 、 凹 凸 係 合 に よ る 係 合 構 造 を 示 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る こ と  
は な く 、 係 合 構 造 に は 、 差 込 片 （ 係 合 部 ） と 差 込 穴 （ 係 合 受 部 ） と に よ り 係 合 さ れ る 構 造  
の も の も 含 ま れ る 。 ま た 、 前 記 各 実 施 形 態 に お い て 、 突 出 部 ２ ２ ｂ と 凹 部 ２ １ ｂ と が 一 対  
備 わ る も の を 示 し た が 、 こ れ に 限 ら れ る こ と は な く 、 複 数 の 突 出 部 ２ ２ ｂ と 複 数 の 凹 部 ２  
１ ｂ と か ら 係 合 構 造 が 構 成 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た 、 前 記 第 ２ ， 第 ３ 実 施 形 態 に お い て 、 膨 出 す る 部 分 を 後 側 の 破 断 誘 導 線 ２ ５ に 設 け  
て も よ い 。 こ の 場 合 に 、 後 側 の 破 断 誘 導 線 ２ ５ に 対 し て 破 断 開 始 部 ２ ４ ｄ を 設 け て も よ い  
。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 前 記 第 ２ 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 実 施 形 態 の 底 部 ３ ０ の 構 成 を 採 用 し て も よ い 。  
ま た 、 第 １ 実 施 形 態 に お い て 、 第 ３ 実 施 形 態 の 底 部 ３ ０ Ｂ の 構 成 を 採 用 し て も よ い 。 ま た  
、 各 実 施 形 態 に お い て 、 底 部 ３ ０ ， ３ ０ Ｂ は 種 々 の 形 状 の フ ラ ッ プ に よ り 閉 じ ら れ る 構 成  
と し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 前 記 各 実 施 形 態 で は 、 Ａ 式 の 包 装 箱 １ ， １ Ａ ， １ Ｂ に つ い て 本 発 明 を 適 用 し た が  
、 こ れ に 限 ら れ る こ と は な く 、 ラ ッ プ ア ラ ウ ン ド 方 式 の 包 装 箱 に つ い て 端 壁 が 突 出 部 と 凹  
部 と の 係 合 に よ り 封 緘 さ れ る も の に つ い て 本 発 明 を 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ま た 、 前 記 各 実 施 形 態 の 包 装 箱 １ の ブ ラ ン ク シ ー ト Ｓ １ ～ Ｓ ３ は 段 ボ ー ル 製 で あ る が 、  
各 種 公 知 の 板 紙 に よ っ て ブ ラ ン ク シ ー ト を 形 成 し て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 １ ， １ Ａ ， １ Ｂ       包 装 箱
　 １ ０     胴 部
　 １ １     側 壁
　 １ ２     端 壁
　 ２ ０     蓋 部
　 ２ １ ， ２ ２     上 部 外 フ ラ ッ プ
　 ２ １ ｂ   凹 部 （ 係 合 受 部 、 係 合 構 造 ）
　 ２ ２ ｂ   突 出 部 （ 係 合 部 、 係 合 構 造 ）
　 ２ ３     上 部 内 フ ラ ッ プ
　 ２ ４     破 断 誘 導 線
　 ２ ４ Ａ   破 断 誘 導 線
　 ２ ４ ｄ   破 断 開 始 部
　 ２ ５     破 断 誘 導 線
　 ３ ０     底 部
　 ３ １     下 部 外 フ ラ ッ プ
　 ３ ２     下 部 内 フ ラ ッ プ
　 ３ ２ ａ   基 端 部 （ 下 部 内 フ ラ ッ プ の 下 面 の 一 部 ）
　 ３ ３     切 欠 部
　 Ｔ       粘 着 テ ー プ （ 封 緘 部 材 ）
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　 Ｔ １     伝 票 （ 封 緘 部 材 ）
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】
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